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弦の場の理論が弦理論の非摂動論的解析に有効であることが、タキオン凝縮の研究を通じて明
らかになっている。タキオン凝縮解に対する解析解が提唱されている。1) 以下の 2つのことについ
て調べた。
1. 解析解は関数 F (w)を与えることによって性質が決まる。したがって、F (w)のゼロ点が異な
る場合について調べた。2次のゼロ点を持つ関数について調べられているため、4次のゼロ点を持
つ関数によって得られる古典解を構成し、古典解まわりでの理論において、BRS電荷のコホモロ
ジーと非摂動論的真空のエネルギーについて調べた。BRS電荷のコホモロジーは、ghost数がもと
の BRS電荷QBの場合のコホモロジーと比べると一致しないため、4次の零点を持つ non-trivial
解のまわりに展開した理論では、開弦は存在しない。次に level truncation近似を用いて真空エネ
ルギー密度を求めた。truncation levelがあがると真空エネルギーは予想される振る舞いに近づく。
この結果は 4次のゼロ点を持つ non-trivial解がタキオン真空を記述すると予想される。したがって
2次のゼロ点を持つ場合の結果と一致する。以上から F (w)のゼロ点の次数は、古典解のD-brane
の枚数に関係なく、ゼロ点の次数が異なっていても同じ理論の真空に対応することがわかった。
2. タキオン凝縮解としての性質を持つ無限個の解析解が構成されている。∣∣∣Ψl
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これらの解が物理的に等価な解ならば、SFTの対称性によって、関係がついていると考えられ
る。したがって、無限個の解析解をつなぐ変換について調べた。SFTの作用は Virasoro代数に
よる変換 Kn = Ln − (−1)nL−n のもとで不変である。弦場は QBu = 0をみたす uをえらぶと
Ψ′ = u−1 ∗ Ψ ∗ u = exp (ΣnvnKn)Ψ と変換できる。l = 1と l = 2の 2つの理論をつなぐ変換
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B U−1(−1) となるような関数 U(t)について考察した。この U(t)を用いて弦場

を
∣∣Ψ′〉 = U(−1)−1 |Ψ〉 と再定義することができる。以上から弦の場の理論における無限個の解析

解をつなぐ変換がわかった。この変換は、弦の場の理論の大局的対称性にふくまれる変換であり、
また正規積表示が存在し、比較的ふるまいがよい。 この変換の存在は、無限個の解析解が物理的
に一つの解を表していることと矛盾しない。
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